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（北区）グランドメゾン新梅田タワーTHE CLUB RESIDENCEの公開空地
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都市の中の公共空間
~オープンスペース・公開空地~
大阪くらしの今昔館news
会話を誘い出す天神祭－おもてなしの仕掛け－
高島幸次氏（大阪天満宮文化研究所所長）

ハレの演出と飾瓶子
トピックス
 住まいの防災
自然災害と損害保険
「住まいに関する保険」
大阪市住まいのガイド
 借りる・買う・建てる・建て替える 
各種住宅施策のご案内

大阪に住まう・ 暮らす・ 愉しむをお手伝い 住まいのガイドブック



グランドメゾン新梅田タワー ������������������
住まいに隣接した里山が都市の住環境を豊かに彩る

Ｊ
Ｒ
福
島
駅
か
ら
な
に
わ
筋
を
淀
川
の
方

向
へ
歩
い
て
い
く
と
、左
側
に
小
さ
な
森
が
現

れ
る
。グ
ラ
ン
ド
メ
ゾ
ン
新
梅
田
タ
ワ
ー 

T
H
E 

C
L
U
B 

R
E
S
I
D
E
N
C
E

（
以
下
、グ
ラ
ン
ド
メ
ゾ
ン
新
梅
田
タ
ワ
ー

T
C
R
）に
設
け
ら
れ
た
公
開
空
地
だ
。

地
上
51
階
、総
戸
数
８
７
１
戸
の
超
高
層
分

譲
集
合
住
宅
が
完
成
し
た
の
は
２
０
２
２
年

１
月
。く
の
字
型
の
敷
地
の
お
よ
そ
三
分
の

一
、３
６
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
部
分

が
公
開
空
地
と
な
っ
て
い
る
。企
画
に
携
わ
っ

た
吉
田
和
也
さ
ん
は
、「
大
阪
は
都
市
の
中
の

緑
が
少
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。大
き
な
空
地
を

作
っ
て
、北
ヤ
ー
ド（
う
め
き
た
2
期
区
域
）に

今
後
生
ま
れ
る
緑
と
、梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル
の

緑
、周
辺
の
公
園
の
緑
を
つ
な
げ
た
い
と
考
え

ま
し
た
。上
空
か
ら
見
る
と
森
が
つ
な
が
っ
て

い
く
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
」と
語
る
。

周
辺
に
は
高
層
集
合
住
宅
が
多
く
、病
院
や

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
な
ど
が
あ
る
が
、緑
化
さ

れ
た
広
い
空
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。敷
地
を
占

有
地
と
し
て
閉
ざ
す
の
で
は
な
く
、公
共
の
広

場
と
し
て
開
い
た
大
規
模
な
緑
化
空
間
は
、エ

リ
ア
一
帯
の
住
環
境
の
向
上
に
も
貢
献
し
て

い
る
。グ
ラ
ン
ド
メ
ゾ
ン
新
梅
田
タ
ワ
ー

T
C
R
は
地
域
の
住
環
境
に
貢
献
す
る
大
規

模
な
公
開
空
地
の
計
画
な
ど
が
評
価
さ
れ
、良

質
な
都
市
型
集
合
住
宅
に
贈
ら
れ
る
、第
35
回

大
阪
市
ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
賞
特
別
賞（
令

和
4
年
度
）を
受
賞
し
た
。

「
15
時
頃
に
な
る
と
、小
学
生
た
ち
が
走
り

ま
わ
っ
て
い
ま
す
。親
子
連
れ
や
ベ
ビ
ー
カ
ー

を
押
す
方
の
姿
も
よ
く
見
か
け
ま
す
」と
、管
理

会
社
の
新
子
裕
也
さ
ん
は
話
す
。広
々
と
し
て

車
が
通
ら
な
い
、安
心
し
て
走
り
回
れ
る
環
境

だ
か
ら
こ
そ
の
風
景
だ
。居
住
者
か
ら
は「
マ
マ

友
同
士
で
集
ま
っ
て
遊
べ
る
の
が
い
い
」「
散
歩

す
る
と
子
ど
も
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
し
て

い
る
の
で
嬉
し
い
」「
都
心
部
で
こ
れ
だ
け
緑

が
多
い
と
こ
ろ
は
他
に
な
い
の
で
住
む
こ
と

を
選
ん
だ
」と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
と
い
う
。

5
月
の
初
旬
に
訪
れ
る
と
、新
緑
が
と
て
も

美
し
く
、紫
陽
花
の
つ
ぼ
み
が
膨
ら
み
つ
つ

あ
っ
た
。犬
の
散
歩
や
、木
陰
で
休
む
人
な
ど
、

誰
も
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
緑
を
眺
め
て
い

た
。歩
い
て
み
る
と
、雑
木
林
の
よ
う
な
印
象

も
受
け
る
。「
都
心
に
昔
な
が
ら
の
里
山
を
再

生
し
た
い
。阪
神
間
の
在
来
種
を
中
心
に
植
物

を
選
定
し
て
お
り
、水
や
り
な
ど
も
最
小
限
に

と
ど
め
て
、自
然
の
力
を
借
り
な
が
ら
森
を
育

て
て
い
ま
す
」と
企
画
に
携
わ
っ
た
小
田
真
実

さ
ん
。在
来
植
物
を
目
指
し
て
、鳥
や
蝶
が
飛

来
す
る
。夏
に
か
け
て
雨
が
増
え
緑
が
濃
く
な

る
一
方
で
、落
葉
す
る
樹
も
あ
る
た
め
冬
に
は

ま
た
違
っ
た
景
色
が
見
ら
れ
る
そ
う
だ
。

利
便
性
の
高
い
都
心
部
で
あ
り
な
が
ら
、自

然
を
感
じ
る
暮
ら
し
が
で
き
る
。里
山
の
よ
う

な
広
大
な
公
開
空
地
が
魅
力
的
な
住
環
境
を

つ
く
っ
て
い
る
。

特 集

木
々
の
緑
や
季
節
の
花
を
眺
め
な
が
ら
散
歩
し
た
り
、ベ
ン
チ

で
一
休
み
し
た
り
。大
き
な
建
物
が
密
集
す
る
都
市
部
に
、誰
も

が
自
由
に
出
入
り
で
き
る
公
共
空
間
が
あ
り
ま
す
。オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
や
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
周
囲
に
設
け
ら
れ
た
魅
力
的
な

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
や
公
開
空
地（
＊
）を
紹
介
し
ま
す
。

＊
1
9
7
1（
昭
和
46
）年
に
創
設
さ
れ
た
総
合
設
計
制
度
に
基
づ
い
て
、ビ
ル
や

　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
地
に
設
け
ら
れ
た
、歩
行
者
が
日
常
自
由
に
通
行
ま
た
は

　
利
用
で
き
る
空
間
の
こ
と
。
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大阪市内で供給された魅力ある良質な都市型集合住宅を表彰し、その優れた面を明らかにすることにより、良質な都
市型集合住宅の供給を促進するとともに、広く市民の方々や住宅供給に携わる人々の住宅に対する関心を高めてい

ただくことを目的にしています。これまでに96件（うち大賞2件、特別賞15件）の住宅を表彰しており、前回（第35回）は126通の応募
が寄せられ、そのうち52件の対象住宅の中からハウジングデザイン賞1件、ハウジングデザイン賞特別賞2件の表彰を行いました。

大阪市ハウジングデザイン賞とは

左から、小田真実さん
（積水ハウス株式会社）、
新子裕也さん（積水ハウ
スGMパートナーズ株式
会社）、吉田和也さん（積
水ハウス株式会社）。

工事前の敷地にあった
楠を移植した。他の樹
に比べるとどっしりと
している。

広々とした憩いの空間は、災害時の一時避難場所（防災広場）としての役割も担っている。

ところどころに巣箱を設置
している。メジロなど小さ
な鳥が訪れることも。

長距離移動することで知
られるアサギマダラが飛
来したこともあるそう。

「近くに住んでいるので、子どもが生まれ
てからはよく散歩に来ています。季節ご
とにいろんな花が咲いて楽しいです」

「今日初めて来ました。犬がこの
場所を気に入っているようです」

広場へつながる通路も緑豊か。 植物名を記したプレートのリンクを辿ると、ウェ
ブサイトで植物の特性などを知ることができる。

深呼吸しながらゆっくりと歩く。 ハウジングデザイン賞の受賞記念パネルを発見。

散歩中の方に
聞きました

2
あんじゅはウェブサイトでもご覧頂けます。



三
休
橋
筋

さ
ん
き
ゅ
う
ば
し
す
じ

オ
フ
ィ
ス
街
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
深
呼
吸

三
休
橋
筋
は
御
堂
筋
と
堺
筋
、二
つ
の
大
通

り
の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
に
あ
り
、土
佐
堀
通
か

ら
長
堀
通
ま
で
を
南
北
に
貫
く
お
よ
そ
2
キ

ロ
の
道
だ
。働
く
人
が
忙
し
く
行
き
交
う
オ

フ
ィ
ス
街
だ
が
、歩
い
て
み
る
と
ゆ
っ
た
り
と

過
ご
す
人
も
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。船
場
エ
リ

ア
の
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
篠
原
祥
さ
ん
に
、

三
休
橋
筋
の
魅
力
に
つ
い
て
聞
い
た
。

中
之
島
か
ら
栴
檀
木
橋
を
渡
っ
て
三
休
橋

筋
に
入
る
と
、広
々
と
し
た
歩
道
に
驚
く
。土
佐

堀
通
と
交
わ
る
角
地
に
建
つ
ビ
ル
の
公
開
空

地
が
歩
道
と
連
続
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て

い
る
た
め
、歩
行
空
間
が
広
い
の
だ
。車
の
交
通

量
は
多
い
が
、北
向
き
一
車
線
の
み
。中
央
大
通

ま
で
は
三
休
橋
筋
の
両
側
に
拡
幅
さ
れ
た
歩

道
が
あ
り
、街
路
樹
や
ガ
ス
燈
が
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

か
つ
て
の
三
休
橋
筋
は
電
柱・電
線
が
地
上

に
あ
り
、歩
道
は
狭
く
、ゆ
っ
た
り
過
ご
せ
る

道
で
は
な
か
っ
た
。２
０
０
０
年
頃
か
ら
船
場

エ
リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
が
動
き
出
す
と
、三
休

橋
筋
の
魅
力
に
注
目
す
る
人
た
ち
が
現
れ
る
。

篠
原
さ
ん
ら
が
立
ち
上
げ
た
三
休
橋
筋
愛
好

会
だ
。そ
の
後
、２
０
０
６
年
に
着
工
し
た
大
阪

市
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
*1
整
備
は
、ま
ち
づ
く
り

活
動
と
並
走
し
な
が
ら
進
ん
だ
。行
政
と
地
域

が
、三
休
橋
筋
の
公
共
空
間
の
整
備
に
つ
い
て
、

何
度
も
意
見
交
換
会
を
重
ね
た
と
い
う
。

中
央
大
通
よ
り
北
側
で
実
施
し
た
整
備
事

業
で
は
、街
路
樹
に
栴
檀
が
選
定
さ
れ
、歩
道

の
拡
幅
や
電
線
の
地
中
化
が
行
わ
れ
た
。

2
0
1
4
年
に
設
置
が
完
了
し
た
55
本
の
ガ

ス
燈
は
、ま
ち
づ
く
り
に
共
感
し
た
企
業・団

体
が
寄
贈
し
た
も
の
だ
。以
降
、建
物
の
低
層

部
分
は
緑
化
を
推
奨
す
る
*2
な
ど
、心
地
よ
く

過
ご
せ
る
人
中
心
の
空
間
づ
く
り
を
意
識
し

た
ま
ち
な
み
づ
く
り
が
続
い
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、高
層
建
築
物
の
周
囲
に
あ
る
公

開
空
地
は
、三
休
橋
筋
の
魅
力
向
上
に
一
役

買
っ
て
い
る
。趣
向
を
凝
ら
し
た
緑
地
、ベ
ン
チ

の
設
置
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
誘
致
や
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
地
と
な
る
。建
物
が
密
集
す
る
都
心
で

あ
り
な
が
ら
、公
開
空
地
や
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
が
い
く
つ
も
あ
る
た
め
、圧
迫
感
が
な
く
空

間
に
ゆ
と
り
を
感
じ
る
。取
材
時
に
は
幼
稚
園

か
ら
帰
宅
す
る
住
人
の
姿
を
見
か
け
た
。歩
く

の
に
疲
れ
た
の
か
小
さ
な
男
の
子
を
連
れ
た

親
子
が
休
憩
し
て
い
た
。

篠
原
さ
ん
は
、現
在
の
三
休
橋
筋
に
つ
い
て

「
２
０
０
０
年
以
降
、飲
食
店
な
ど
小
さ
な
店
が

増
え
ま
し
た
。ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
、

企
業
が
自
主
的
に
設
け
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。ビ
ル
が
建
て
替
わ
る
こ
と
で

生
ま
れ
た
公
開
空
地
も
、新
た
な
魅
力
を
生
み
、

ま
ち
が
変
化
す
る
こ
と
で
魅
力
も
変
化
し
て

い
く
。こ
れ
か
ら
も
三
休
橋
筋
の
魅
力
を
発
信

し
続
け
た
い
で
す
ね
」と
語
っ
た
。

三休橋筋で働く方に聞きました

＊1 プロムナード：散歩道。遊歩道のこと ＊2 船場地区HOPEゾーン事業まちなみガイドライン「船場のまちなみ作法三休橋筋編」をご覧ください

大
阪
市
立

住
ま
い
情
報

セ
ン
タ
ー
の

1
階
に
も

公
開
空
地
が

あ
り
ま
す
。

三休橋筋は幹線道路ではないが、歩道が広く歩きやすい。 篠原祥さん
三休橋筋愛好会メンバー、ARC地域力研究
所代表。2000年頃からボランタリーな活動と
して三休橋筋の魅力発信やまちづくりに携
わっている。

キッチンカーをよく利用しています。
メニューも豊富でとても便利。（20代女性）

休憩中に利用。植え込みに隠れている
猫を見て癒されています。（30代女性）

緑の空間がまちのゆとりを生み出していると思います。
三休橋筋は大阪の息吹を感じられる。（60代男性）

3

し
の
は
ら
や
す
し

せ
ん
だ
ん
の
き
ば
し

せ
ん
だ
ん



土佐堀川

船場センタービル

中央公会堂

栴
檀
木
橋

適塾

吉田
理容所

高麗橋ビル
（旧大中証券ビル）

船場ビルディング

日本基督教団浪花教会

トレードピア
淀屋橋

大阪市立
愛珠幼稚園

綿業会館

グランサンクタス淀屋橋
（旧八木通商ビル）

淀屋橋スクエア

関西ペイント（株）

田辺三菱製薬（株）

イワタニ第二ビル

クレヴィアタワー
大阪本町

淀屋橋アップルタワー
レジデンス

日本生命
今橋ビル

ミラータワービル

KYOKUTO

サンマリオンタワー

サンライズビル

メットライフ
本町スクエア

もとヴィアーレ
大阪

土佐堀通

内北浜通

今橋通

浮世小路

高麗橋通

伏見町通

道修町通

平野町通

淡路町通

瓦町通

備後町通

安土町通

本町通

南本町通

中央大通

三
休
橋
筋

ガス燈＊街路樹（栴檀） 緑のオープンスペースがある建物

＊イメージですので実際の設置数ではありません

マップ内の名称は変更になっている場合があります。

幼稚園の帰りに一休
みしていた親子。「こ
の辺りは暮らすのに
とても便利なところ」
とお母さん。

グランサンクタス淀屋
橋（旧八木通商ビル）。ア
ラベスク紋様が美しい
外壁は、マンションへの
建て替え時、曳家工法
で保存されたもの。

公開空地の一角に設置された船場エリ
アの魅力を伝える案内板。 中之島と船場を結ぶ栴

檀木橋。土佐堀通側にあ
る栴檀の木は、2012年の
台風で倒れた翌年に近
隣企業が植樹したもの。

吉田理容所は1930年創
業。三休橋筋まち歩きツ
アーでの人気スポットに
なっているそう。

田辺三菱製薬（株）の公開空地には地蔵を祀る
祠があり、地元の子ども達に向けた地蔵盆を行
なっている。

適塾の西側にある日本生命今橋ビルの公開空
地。緒方洪庵の像が設置されている。

昼食の時間帯になると、通りを
歩く人がどんどん増える。

安土町通沿いに広がる 、もとヴィアー
レ大阪の公開空地。木陰ができるベン
チは篠原さんのお気に入りだそう。

1931年竣工の重要文化財・綿業会館。正面玄関
前にはガス燈が設置され人気の撮影スポットに
なっている。

ほのかな灯りが
美しいガス燈は
三休橋筋の魅力
の一つ。

本町通に面したメットライフ本町スクエアの
公開空地はかなりの広さ。

法律に則って整備された公開空地
には、その範囲を示す「公開空地標
示板」が設置されている。

「誰もが休憩できる場所を」と
企業が自主的に設置したミラー
タワービルのオープンスペース。

特 集
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定員：机利用の場合／150席
　　　椅子のみの場合／300席（常設194席）
※控え室もあります。

定員：机利用の場合／54席（常設36席）
　　　椅子のみの場合／70席
※研修室は区切って、少人数でもご利用いただけます。

のご案内
●
住
ま
い
に
関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す

■
住
ま
い
の
一
般
相
談

　（
随
時
／
窓
口
相
談・電
話
相
談
）

公
的
賃
貸
住
宅
な
ど
の
住
ま
い
探
し

を
は
じ
め
、住
ま
い
を
購
入
す
る
と
き

や
建
て
る
と
き
の
一
般
的
な
注
意
点
、

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
に
関
す
る
情

報
や
大
阪
市
を
中
心
と
し
た
住
宅
施

策
な
ど
に
関
す
る
ご
質
問
に
、窓
口
ま

た
は
電
話
で
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

ま
ず
相
談
内
容
を
お
聴
き
し
て
、問
題

点
の
整
理
・
解
決
の
た
め
に
必
要
な
知

識
や
情
報
を
提
供
し
ま
す
。英
語
、中
国

語
、韓
国
・
朝
鮮
語
に
も
対
応
し
ま
す
。

（
外
国
語
対
応
は
17
時
ま
で
）

●
住
ま
い
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
図
書・雑
誌
な

ど
を
利
用
で
き
ま
す

住
ま
い
や
く
ら
し
、大
阪
に
関
す
る
図
書
、建
築
本
や

雑
誌
、機
関
誌
、ミ
ニ
コ
ミ
誌
、企
業
広
報
誌
、絵
本
な

ど
を
自
由
に
閲
覧
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。ま
た
、図
書

の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す（
一
部
を
除
く
）。

●
ホ
ー
ル・研
修
室
を
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
会・サ
ー

ク
ル
活
動・会
議・研
修
会
の
場
と
し
て
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す

相談専用電話 （06）6242-1177

● 4階 住情報プラザ（相談・ライブラリー）
　平日・土曜日／9：00～19：00
　日曜日・祝日／10：00～17：00
● 3階 ホール／5階 研修室・会議室  
    平日・土曜日／9：00～21：00
　日曜日・祝日／9：30～17：00

● 火曜日 （祝日の場合は翌日）
● 祝日の翌日（日曜日、月曜日の場合を除く）
● 年末年始 （12/29～1/3）
   ※上記のほか臨時休館する場合があります。
　

〒530-0041 大阪市北区天神橋6丁目4-20 大阪市立住まい情報センター4階  
TEL.06-6242-1160　FAX.06-6354-8601
 おおさか・あんじゅ・ネット  https://www.osaka-angenet.jp/

● Osaka Metro谷町線・堺筋線、阪急電鉄　
　「天神橋筋六丁目」駅下車3号出口直結
● JR大阪環状線「天満」駅から北へ約650m
● お車でお越しの場合は阪神高速道路「守口線」
　長柄出口 都島通り経由、約500m

開館時間

交通アクセス

休館日
至天満橋

至
都
島

天
満
橋
筋

大
川

源八橋

都島橋

至淡路

至大阪

至南森町

JR大阪環状線

北区役所
至東
梅田

天
神
橋
筋
商
店
街

扇町公園

天
神
橋
筋
六
丁
目

天神橋筋六丁目

天
神
橋
筋

谷町線
都島通

天満

堺
筋
線

阪神
高速
守口
線

扇
町

住まい情報センター
大阪くらしの今昔館

中崎
町

至
桜
ノ
宮

インフォメーション

５階 研修室３階 ホール

無 

料

無 

料

有 

料

※やむを得ない状況により変更になる場合がございます。

内　　　容専 門 家 相 談 日 時

住まいの法律
概ね毎週土曜日
（10時～13時30分）

借家・借地・土地・建物・相続等に
関する法律上の相談（弁護士）

住まいの資金
計画

隔週土曜日
（10時30分～12時）

住宅取得やローン返済、高齢期の
住まいと暮らしに関する資金計画等
 （ファイナンシャルプランナー）

建築・
リフォーム

隔週土曜日
（10時～13時）

建築設計や施工上の問題・
建築関係法令等（建築士）

分譲マンション
（法律）

概ね月1回日曜日
（13時～16時）

管理組合運営・管理規約等に
関する法律上の相談（弁護士）

分譲マンション
（管理一般）

概ね毎週木曜日
（14時～18時）

管理組合運営・管理規約・
長期修繕計画等に関する相談
（マンション管理士）

■住まいの専門家相談（予約制／面接相談）
　お申込みに際しては、相談員が一般相談で内容をうかがって
　から予約します。詳しくはお問い合わせください。

■連携機関による定期相談（面接相談）
（公社）大阪府建築士会による建築相談：
毎週日曜日13時～16時（受付は当日の12時30分～15時30分）
※12時30分に相談を受ける順番の抽選があります。

近畿税理士会による税務相談（予約制）：
毎週土曜日（但し、2・3月を除く）13時～16時
（TEL.06-6242-1177で予約受付）

4 階 住まいのライブラリー

ご予約は30日前から
お受けしています。
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6

リ
フ
ォ
ー
ム

も
い
ろ
ん
な

  

資
料
が

   

あ
る
ん
や

資
料
が

い
っ
ぱ
い

あ
る
〜

ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー

が
あ
る
よ

け
っ
こ
う

広
い
ね
！

天神橋筋六丁目駅
直結です！

リフォーム情報コーナー

相談カウンター
分譲マンション
管理情報コーナー

住まいのいろいろ
情報コーナー

他にもたくさん
資料があります。
ぜひご来館を！

住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
の

住
情
報
プ
ラ
ザ
に

行
っ
て
み
た
ら
？

資
料
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
よ

も
っ
と
詳
し
く

聞
き
た
い
で
す

専門家相談の予約
もできますよ
　（p5参照）

賃
貸

マ
ン
シ
ョ
ン
と
は

ち
が
う
の
ね

か
わ
い
い

お
う
ち
が

い
っ
ぱ
い

 

あ
る
！

住教育ワークショップ
コーナーがあります

そ
ろ
そ
ろ
広
い
と
こ
ろ
に

引
っ
越
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
ん
で
す

借
り
る
か

買
う
か

建
て
る
か

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に

住
む
っ
て
こ
と
は…

総
会
？

理
事
会
？

管
理
規
約
？



制度概要制度名称 お問い合わせ

大阪市新婚･子育て世帯向け
分譲住宅購入融資利子補給制度

大阪市子育て安心マンション
認定制度

大阪市防災力強化マンション
認定制度

防災空地活用型除却費補助制度

初めて住宅を取得する新婚世帯・子育て世帯を対象に、住宅ローンの利子の一部を補
助します。なお、予算の範囲内で先着順に受付します。申込みにかかる資格要件につ
きましては窓口までお問い合わせください。

大阪市都市整備局　住宅支援受付窓口
（住まい情報センター４階）
●TEL：6356-0805●FAX：6356-0808 

制度概要制度名称 お問い合わせ

大阪市耐震診断・改修補助事業

マンション耐震化緊急支援事業

ブロック塀等撤去促進事業

一定の要件を満たす戸建住宅等の所有者に対して、耐震診断・耐震改修設計・耐震改
修工事・耐震除却工事に要する費用の一部を補助します。また、木造住宅の所有者に
対して耐震事業者の情報を提供しています。

一定の要件を満たすマンションの所有者や管理組合などに対して、耐震診断・耐震改
修設計・耐震改修工事に要する費用の一部を補助します。

道路等に面した一定の高さ以上のブロック塀等の撤去および軽量フェンス等の新設
工事に要する費用の一部を補助します。

大阪市子育て世帯等向け
民間賃貸住宅改修促進事業

ＬＤＫ化や断熱改修、ユニットバスの新設・改良工事等、子育て世帯等の入居に資する
改修工事を行う民間賃貸住宅のオーナーに対して、改修工事費の一部を補助します。

大阪市都市整備局
耐震･密集市街地整備受付窓口
（住まい情報センター４階）
●TEL：6882-7053●FAX：6882-0877

制度概要制度名称 お問い合わせ

分譲マンション勉強会支援
アドバイザー派遣制度

分譲マンション長期修繕計画
作成費助成制度

分譲マンション再生検討費助成制度

大阪市マンション管理支援機構

分譲マンションの管理組合等が実施する勉強会を支援するため、講師として一級建築
士や弁護士等の専門家を無料で派遣し、一般的なアドバイスを行います。

長期修繕計画の作成又は見直しを行う管理組合に対して、作成費用の一部を補助し
ます。補助率：補助対象となる経費の1/3　補助限度額：1件あたり30万円

分譲マンション管理適正化支援
アドバイザー派遣制度

築30年以上で管理に課題を抱える分譲マンションの管理の適正化を支援するため、
マンション管理士等の専門家を無料で派遣し、解決に向けたアドバイスを行います。

再生（改修や建替え等）に向けた検討を行う管理組合に対して、検討費用の一部を補
助します。補助率：補助対象となる経費の1/3　補助限度額：1回あたり60万円

分譲マンション管理計画認定制度 管理運営状況や長期修繕計画など、マンションの管理計画が一定の基準を満たす場
合、「マンションの管理の適正化の推進に関する法律」に基づく認定が受けられます。

公共団体や、建築・法律等の専門家団体等が連携して、分譲マンションの管理組合を
支援します。登録組合には、セミナーの開催案内や情報誌等を無料で送付します。

民間老朽住宅
建替支援事業

隣地を取得した
戸建住宅への
建替建設費補助

対策地区において、未接道敷地や狭小敷地を解消するために隣地を売買で取得した
敷地において、昭和56年５月31日以前建築の建物を戸建住宅に建替える場合、設計・
解体費用等の一部を補助します。

狭い道路に面した
古い木造住宅の
解体費補助

対策地区において、幅員４ｍ未満の道路に面する昭和25年以前建築（重点対策地区
においては、幅員６ｍ未満の道路に面する昭和56年５月31日以前建築）の木造住宅を
解体する場合、解体費用の一部を補助します。

集合住宅への
建替建設費補助

重点対策地区において、昭和56年５月31日以前建築の建物を集合住宅（マンション・
アパートなど）に建替える場合、建替え費用の一部を補助します。

大阪市都市整備局　民間住宅助成グループ
●TEL：6208-9228●FAX：6202-7064 

大阪市地域魅力創出建築物修景事業
（修景に関する無料相談など）

建物の修景の促進により地域魅力の創出を図るため、「修景相談」と「修景補助」を実
施するとともに、修景された建物等を活かした「魅力発信等」に取組んでいます。 まず
はお気軽に建物の修景についてご相談ください（無料）。

大阪市都市整備局　まちなみ環境グループ
●TEL：6208-9631●FAX：6202-7064

大阪市空家利活用改修補助事業
空家の利活用に向けた安全で良質なストックへの改修を促進するため、住宅の性能向
上に資する改修工事や地域まちづくりに資する用途への改修工事等に要する費用の一
部を補助します。

予約申込   住まい情報センター
●TEL：6242-1177（相談専用）

大阪市都市整備局　住宅政策グループ
●TEL：6208-9637●FAX：6202-7064 

大阪市マンション管理支援機構事務局
（住まい情報センター４階）
●TEL：4801-8232●FAX：6354-8601

高齢者住宅改修費給付事業

重度心身障がい者（児）住宅
改修費給付事業

介護保険制度の居宅介護（介護予防）住宅改修費の支給を受ける方が属する世帯等で、
生活支援・介護予防の観点から真に住宅改修が必要と認められる世帯の住宅改修費用
の一部を給付します。

在宅の重度の身体・知的障がい者、難病患者等の方が、日常生活上の障がいの除去ま
たは軽減に直接効果のある改修工事を行うとき、工事費用の一部を給付します。所得
制限があります（ただし、介護保険制度が適用される方は本制度の対象となりません）。
なお、必ず事前に申請が必要です。

各区保健福祉センター
保健福祉課

大阪市都市整備局
耐震・密集市街地整備受付窓口
（住まい情報センター４階）
●TEL：6882-7053●FAX：6882-0877
※重点対策地区および対策地区の詳細は
　お問合せください。

大阪市都市整備局　密集市街地整備
グループ
●TEL：6208-9235●FAX：6202-7025
※重点対策地区の詳細はお問合せください。

‘子育てに配慮した仕様’と‘子育てを支援する環境’を備えた良質な民間の新築マン
ションを認定し、その情報を大阪市ホームページ等で広く情報発信していきます。

大阪市都市整備局　安心居住課
●TEL：6208-9648●FAX：6202-7064 耐震性や耐火性等建物の安全性に関する基準に適合することに加え、被災時の生活

維持に求められる設備・施設等の整備、住民による日常的な防災活動等により防災力
が強化されたマンションを認定し、広く情報発信していきます。

重点対策地区において、幅員６ｍ未満の道路に面する昭和56年５月31日以前建築の
木造住宅を解体し、跡地を災害時の避難等に役立つ防災空地として活用する場合、解
体費用及び空地整備費用の一部を補助します。
※本制度を活用して防災空地を整備した場合、土地の固定資産税・都市計画税が非
課税になります（整備の翌年以降）。

住まいを買う・建てる・建て替える・解体する

住まいを改修する

分譲マンション管理組合の方へ

※大阪市の市外局番は「06」です。 ※各事業の詳細は、おおさか・あんじゅ・ネット（https://www.osaka-angenet.jp/）および大阪市ホームページでご確認ください。
※補助・助成事業の利用にあたっては申請手続きが必要です。 事業によって要件や受付期限が異なりますので、詳しくは窓口にお問合せください。

2023年7月1日現在
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● 市営住宅

募集種別（募集時期） 概要 お問い合わせ

定期募集等 【抽選】
（例年7月上旬、11月上旬、
   2月上旬）

福祉目的募集 【抽選】
（例年5月上旬）

随時募集 【先着順、一部抽選】

市営住宅募集センター募集担当＊
●TEL：6882-7024 ●FAX：6882-7051

ひとり親住宅／大阪市こども青少年局　こども家庭課
●TEL：6208-8035 ●FAX：6202-6963

障がい者向け住宅／大阪市福祉局　障がい福祉課
●TEL：6208-8081 ●FAX：6202-6962

高齢者向け住宅／大阪市福祉局　地域包括ケア推進課
●TEL：6208-8060 ●FAX：6202-6964

ひとり親（配偶者のない方とその子ども（20歳未満）のみで構成する世帯）、高齢者
（60歳以上）および障がい者（障がい者手帳（身体・精神・療育）等を所持している
こと）の方々が対象であり、各申込区分により申込資格を設定しています。申込書
類は各区保健福祉センターで配布します。

収入・同居親族等の条件があるほか、一般世帯・新婚・子育て・単身者向け等、各申込
区分により申込資格を設定しています。一部の申込区分では、府内居住、市内在勤の
方も申込みができます。

定期募集等において、応募者が募集戸数に満たなかった住戸について、先着順で
随時募集を行っています。募集住戸の追加［例年、年3回（4月・8月・12月）］があり、
追加住戸については、抽選で入居者を決定します。

市営住宅募集センター募集担当＊
●TEL：6882-7024 ●FAX：6882-7051

● 中堅層向け住宅 ● その他の公的賃貸住宅

住宅種別 お問い合わせ

大阪市管理

大阪市住まい
公社管理

市営すまいりんぐ（子育て応援型）・市営すまいりんぐ・
市営特定賃貸住宅・市営再開発住宅

公社一般賃貸住宅・公社すまいりんぐ

市営住宅募集センター募集担当＊
●TEL：6882-7012 ●FAX：6882-7051

大阪市住まい公社募集担当
●TEL：6882-9000 ●FAX：6882-7021

管理者 お問い合わせ

大阪府
住宅供給公社

都市再生機構
（UR都市機構）

大阪府住宅供給公社募集グループ
●TEL：6203-5454

UR梅田営業センター●TEL：6346-3456
空室情報フリーダイヤル：0120-23-3456

● 民間賃貸住宅
制度名称 制度概要 お問い合わせ

セーフティネット住宅登録制度

サービス付き高齢者向け住宅
登録制度

大阪あんぜん・あんしん賃貸住宅
登録制度

低額所得者や高齢者、障がい者、子育て世帯等の住宅の確保に特に配慮を要する方の入居を
拒まない住宅として、大阪市に登録された民間賃貸住宅を、以下のサイトで検索できます。
〈セーフティネット住宅情報提供システム〉https://www.safetynet-jutaku.jp/guest/index.php

大阪市都市整備局　安心居住課
●TEL：6208-9222 ●FAX：6202-7064

高齢者が安心して暮らすことができる住宅として、大阪市に登録された住宅を、以下のサイト
で検索できます。
〈サービス付き高齢者向け住宅情報提供システム〉https://www.satsuki-jutaku.jp/

大阪市都市整備局　安心居住課
●TEL：6208-9648 ●FAX：6202-7064

高齢者、低額所得者、障がい者、外国人、子育て世帯等の入居を拒まない賃貸住宅や、その仲
介を行う協力店、入居の支援を行う団体、相談の窓口等が、以下のサイトで検索できます。
〈あんぜん・あんしん賃貸検索システム〉http://sumai.osaka-anshin.com/

大阪府　居住企画課
●TEL：6210-9707 ●FAX：6210-9712

大阪市住まいのガイド

借りる・買う・建てる・建て替える

住まいを借りる（公的賃貸住宅等）

公営住宅の収入基準を超えている方等、中堅所得者向け賃貸住宅（先着順）
です。大阪市外にお住まいの方も申し込みができます。

・住宅に困っておられる所得の低い方々向けの賃貸住宅です。原則として大阪市内にお住まいの方が対象です。
・収入基準は、一般世帯で 158,000 円以下、高齢者・障がい者世帯等で 259,000 円以下（月額所得額）となります。

「おおさか・あんじゅ・ネット」からもそれぞれの制度を
ご覧いただけます。

＊市営住宅募集センター募集担当とは、大阪市営住宅指定管理者大阪市住宅供給公社市営住宅募集センター募集担当のことです。

紹介している大阪市の公的賃貸住宅や各種制度について、より詳しくお聞きになりたい方は
各窓口にお気軽にお問合せください。

大阪市住まいのガイド

借りる・買う・建てる・建て替える

大阪市 耐震 補助 検索

“大地震はいつ、どこで起きてもおかしくない！” 
 住まいの耐震化に補助します！

◆ 補助の対象となる方

◆ 主な補助要件

◆ お問い合わせ先

耐震診断

耐震改修設計

耐震改修工事

耐震除却工事

10/11

2/3

1/2

1/3

補助率

５万円

10万円

100万円

50万円

限度額

補助率・限度額

※上記以外に別途上限があります。

Twitterでも情報発信中！
ぜひフォローしてね♪

詳しくは
ホームページを
ご確認ください

・ 建物所有者、建物所有者の配偶者または一親等以内の親族（親・子）

・ 大阪市内にある民間住宅であること
・ 平成12年5月31日以前に建築されたものであること　等

大阪市都市整備局 耐震・密集市街地整備受付窓口
（大阪市立住まい情報センター4階）
電話：06-6882-7053
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自
然
災
害
と
損
害
保
険

﹁
住
ま
い
に
関
す
る
保
険
﹂

住
ま
い
の
防
災

トピックス

●
避
け
ら
れ
な
い
自
然
災
害

傘
が
役
に
立
た
な
い
よ
う
な
豪
雨
、家
屋
損
壊

を
招
く
地
震
や
台
風
な
ど
は
誰
の
身
に
も
起
こ
り

う
る
自
然
災
害
で
す
。特
に
、日
本
の
太
平
洋
側
の

大
部
分
で
、今
後
30
年
以
内
に
震
度
6
弱（
立
っ
て
い

る
こ
と
が
困
難
に
な
る
揺
れ
）以
上
の
地
震
が
起
き

る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

防
災
対
策
に
お
い
て
は
、国
や
自
治
体
に
よ
る

「
公
助
」や
地
域
で
の
助
け
合
い
に
よ
る「
共
助
」に

加
え
、自
分
の
身
は
自
分
で
守
る「
自
助
」の
そ
れ

ぞ
れ
が
連
携
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。災
害
の
規

模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、公
助
や
共
助
だ
け
で
は

す
べ
て
の
人
に
十
分
な
支
援
が
届
か
な
い
状
況
が

想
定
さ
れ
ま
す
。ま
ず
は
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
*1
や

地
震
10
秒
診
断
*2
な
ど
を
活
用
し
、お
住
ま
い
の
地

域
に
お
け
る
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
を
知
る
こ
と
が

防
災
対
策
の
第
一
歩
で
す
。リ
ス
ク
を
知
る
こ
と
に

怖
さ
を
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、冷
静
に
受
け

止
め
て
様
々
な
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
火
災
保
険
と
地
震
保
険

自
然
災
害
に
よ
る
住
ま
い
の
被
害
へ
の
経
済
的

な
備
え
と
な
る
の
が
損
害
保
険
で
す
。保
険
会
社

集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど
自
然
災
害
が
発
生
す
る
頻
度
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。自
然
災
害
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
て
し
ま
っ
た
時
、

経
済
的
な
助
け
と
な
る
の
が
損
害
保
険
で
す
。火
災
保
険
や
地
震
保

険
と
い
っ
た
住
ま
い
の
保
険
に
つ
い
て
知
り
、適
し
た
保
険
商
品
を

選
ぶ
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

一
般
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会

石
井 

義
久
さ
ん

教えてくれたのは

い
し
い  よ
し
ひ
さ

◆＊1   ハザードマップポータルサイト（国土交通省）
◆一般社団法人日本損害保険協会
　そんぽ防災Web
　防災と損害保険に関する基礎知識などが見られます。

◆＊2   地震10秒診断
   （国立研究開発法人防災科学技術研究所）
　利用者の現在位置において、地震が起きた場合に想定される、
　停電日数等のシミュレーション結果が見られます。

に
よ
っ
て
名
称
も
補
償
内
容
も
様
々
で
す
が
、住

ま
い
の
保
険
に
は「
火
災
保
険
」「
地
震
保
険
」の
2

つ
が
あ
り
ま
す
。

「
火
災
保
険
」は
建
物
や
家
財
の
火
災
、落
雷
、

水
災
、風
災
等
に
よ
る
被
害
を
補
償
し
ま
す
。保

険
金
額
は
、建
物
と
家
財
を
そ
れ
ぞ
れ
個
別
で
設

定
し
ま
す
。建
物
は
再
建
に
要
す
る
額
、家
財
は

世
帯
構
成
ご
と
の
平
均
的
な
額
を
も
と
に
算
出

す
る
の
が
一
般
的
で
す
。自
然
災
害
や
事
故
に
よ

る
直
接
的
な
損
害
を
補
償
す
る
も
の
で
あ
り
、経

年
劣
化
や
故
意
に
壊
し
た
も
の
に
保
険
金
は
支

払
わ
れ
ま
せ
ん
。 

地
震
に
よ
る
被
害
を
補
償
で
き
る
の
は「
地
震

保
険
」だ
け
で
す
。地
震
は
発
生
時
期・頻
度
の
予

測
が
難
し
く
、巨
大
か
つ
広
域
な
被
害
が
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
日
本
で
は
、世
界

に
先
駆
け
て
政
府
と
損
害
保
険
会
社
が
共
同
で
運

営
す
る
仕
組
み
が
作
ら
れ
ま
し
た
。被
災
者
の
生

活
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
ノ
ー
ロ

ス・ノ
ー
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト（
利
益
も
損
失
も
出
さ
な

い
）」を
原
則
と
す
る
公
共
性
の
高
い
保
険
と
な
っ

て
い
ま
す
。地
震
災
害
に
備
え
て
加
入
率
を
高
め

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、地
震
保
険
は
、建
物
と

家
財
そ
れ
ぞ
れ
の
火
災
保
険
に
セ
ッ
ト
で
契
約
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
保
険
金
の
請
求
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
用
心
！

2
0
1
8
年
の
大
阪
北
部
地
震
と
台
風
21
号
は

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、保
険
金
の
支
払
い
が 

1
兆
円
を
超
え
ま
し
た
。地
震
に
よ
る
被
害
調
査

が
完
了
す
る
前
に
台
風
に
よ
る
被
害
が
加
わ
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。台
風
被
害
に
つ
い
て
は
、

保
険
会
社
に
よ
っ
て
補
償
内
容
や
調
査
方
法
は
異

な
り
ま
す
が
、ど
ち
ら
の
災
害
に
よ
る
被
害
か
を

明
確
に
判
断
せ
ず
、被
害
全
体
を
見
て
補
償
額
を

算
出
し
ま
し
た
。 

大
き
な
自
然
災
害
が
起
こ
る
と
、損
害
保
険
会
社

は
短
期
間
に
大
量
の
損
害
調
査
を
行
い
、迅
速
か
つ

公
正
な
保
険
金
支
払
い
を
行
い
ま
す
。支
払
い
額
は

こ
こ
十
数
年
で
急
増
し

て
お
り
、そ
れ
に
伴
っ
て

混
乱
す
る
被
災
者
を

狙
っ
た
損
害
保
険
請
求

に
ま
つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル

が
急
増
し
て
い
ま
す
。

保
険
金
の
請
求
代
行
を

装
い
、多
額
の
手
数
料

を
騙
し
取
る
な
ど
の
手

口
で
す
。保
険
金
の
請

求
は
、必
ず
加
入
し
て

い
る「
損
害
保
険
会
社
」

か「
損
害
保
険
代
理
店
」

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

◆消費者ホットライン 　188

◆保険金詐欺の通報 　0120-271-824

◆損害保険に関するご相談 　 0570-022808

「損害保険請求にまつわるトラブルにご注意」チラシ
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メッセージボード

M E S S A G E  B O A R D

大阪市　密集 検索

大阪市では、密集住宅市街地における防災性の向上を図ることを
目的に、一定の要件を満たす老朽木造住宅の解体費用や防災空地の
整備費用等の一部を補助しています。ぜひご活用ください。

■狭い道路に面した木造住宅の解体
・「重点対策地区」において、幅員６ｍ未
満の道路に面する昭和56年５月31日
以前に建築された木造住宅を解体す
る場合、解体費の一部を補助
・「対策地区」において、幅員４ｍ未満の
道路に面する昭和25年以前に建築さ
れた木造住宅を解体する場合、解体費
の一部を補助

■古い木造住宅跡地を災害時の避難等
　に役立つ防災空地に活用
・「重点対策地区」において、幅員６ｍ未
満の道路に面する昭和56年５月31日
以前に建築された木造住宅等を解体し、
防災空地として整備する場合、解体費、
空地の整備費用の一部を補助

■集合住宅への建替え及び隣地を取得し
　た戸建住宅への建替え
・「重点対策地区」において、古いアパー
トや長屋などを集合住宅（マンション・
アパートなど）に建替える場合、設計費、
解体費等の一部を補助
・「対策地区」（重点対策地区を含む）に
おいて、未接道敷地等を解消するため
に隣地を取得し、戸建住宅に建替える
場合、設計費、解体費等の一部を補助

密集住宅市街地整備のための
補助制度を実施しています！

隣地を取得

※補助要件および対象エリアの詳細は大阪市ホームページをご確認ください
　密集住宅市街地の整備と補助金制度について
https://www.city.osaka.lg.jp/toshiseibi/page/0000255852.html

【ご相談・お問い合わせ先】
大阪市都市整備局 耐震・密集市街地整備 
受付窓口（大阪市立住まい情報センター４階）
電話：6882-7053

木造住宅の解体

10

以下、広告です。広告に関する一切の責任は広告主に帰属します。「広告掲載」のお問い合わせは、大阪市立住まい情報センター TEL: 06-6242-1160



※やむを得ない状況により、定員の変更やセミナーを中止する場合がございます。その場合は「おおさか・あんじゅ・ネット」等でお知らせします。

セミナー・イベントガイド   2023 年

メルマガにご登録頂きますと、
住まい情報センター主催のイベ
ント情報が登録メールに配信
されます。ぜひご登録ください。

ご協力ください ‼

あんじゅ読者
アンケートに

住まい情報センター
タイアップイベント

2 
住まい情報センターと住まい・まちづくりの専門家団体等が
共催するセミナー・イベントです

知って得する！空き家相談のコツ

●日時：7月29日（土）13：30～15：00
●場所：3階ホール
●講師：見山博紀（（一社）大阪府不動産コンサルテ
                ィング協会理事）、米田淳（（一社）大阪府不
                動産コンサルティング協会理事）
●定員：会場100名オンライン100名（いずれも申込先着順）
●個別相談：定員12組（1組30分、前後半6組ずつ）
　　　　　　会場開催のみ（事前申込要）
●団体：（一社）大阪府不動産コンサルティング協会

■タイアップ＋Plusセミナー　

家にいる？どこかに逃げる？大洪水のときにとるべき行動

●日時：9月9日（土）
　　　　A／10：30～12：30　B／14：30～16：30
　　　  ※AまたはBのどちらかをお選びください。
●場所：3階ホール
●講師：（公社）日本技術士会近畿本部
　　　　（登録）防災研究会のメンバー
●定員：会場各回30名（申込多数の場合抽選）
●申込締切：8月26日（土）
●団体：（公社）日本技術士会近畿本部（登録）
                 防災研究会

■チャレンジタイアップセミナー　　

50歳から考える老後の暮らしとお金の備え

●日時：9月17日（日）
　　　  【一部：セミナー（申込先着順）】13:00～14:30
　　　　会場100名オンライン100名
　　　 【二部：交流型勉強会※参加希望者のみ】14:45～16:20
　　　（1回45分）会場①～④各12名　⑤6名
　　　 ※事前申込要。定員超過した場合抽選。
               二部に参加希望の方は申込時にご希望の 「勉強会
　              番号（2つまで申込可能）」をご記入ください。
　　　　①介護（在宅介護と施設入所・費用と要件）
　　　　②医療（在宅医療と病院医療・費用と体制）
　　　　③老後の収入（公的年金と民間保険・老後の備え）
　　　 ④老後の自宅「売却」（方法とポイント）
　　　  ⑤老後の自宅「リフォーム」（方法とポイント）
               ※詳しくは、あんじゅネットをご覧ください。
●場所：3階ホール
●講師：柴本美佐代（日本エルダーライフ協会代表）ほか
●申込締切：一部セミナー：定員に達し次第締切
　　　　　　二部交流型勉強会：9月3日（日）
●団体：日本エルダーライフ協会

来るべき巨大地震に備える～大地震で土地を
失わないために今できること～

●日時：8月19日（土）13：30～15：30
●場所：3階ホール
●講師：正井利明（大阪土地家屋調査士会、土地家屋調査士）
●定員：会場50名オンライン100名（いずれも申込先着順）
●個別相談：定員4組（1組30分、前後半2組ずつ）
　　　　　　※土地境界問題や境界の確定について
　　　　　　のご相談に応じます。
　　　　　　会場開催のみ（事前申込要）
●団体：大阪土地家屋調査士会

デジタルクイズラリー学ぶ小学生のための
マンション防災-地震や火災に備えよう-

●日時：7月30日（日）13：30～15：30
●場所：3階ホール
●講師：特定非営利活動法人集合住宅維持管理
　　　　機構マンションドクター
●定員：30組※小学生・保護者同伴（申込多数の場合抽選）
●持ち物：デジタルクイズラリーを実施するためモバイル
　　　　　  通信が可能なスマートフォンやタブレットが必
                        要です。通信費はご負担ください。
●締切：7月23日（日）
●団体：特定非営利活動法人集合住宅維持管理機構

■住まいの基礎知識

◎住まいの防災（全3回）
第１回 自然災害から家族や住まいを守る
「風水害に備える」

●日時:9月2日（土）13：30～15：30
●場所：3階ホール
●登壇者：重松孝昌（大阪公立大学都市科学・防災
                     研究センター所長）
●定員：会場50名オンライン100名（いずれも申込先着順）

■住まいのワークショップ

親と子の都市と建築教室2023
「地球とともに暮らすまちをつくろう！」
【2回連続講座】

●日時:一回目：8月5日（土）13：00～17：30
　　　  二回目：8月6日（日）10：30～16：30
※二回目はお昼休憩（60分）があります。
    会場内で昼食をおとりいただくことはできません。
●場所：3階ホール
●定員：各回30名※小学生・保護者同伴（申込多数の場合抽選）
●申込締切：7月22日（土）
●共催団体：（一社）日本建築学会近畿支部・
                         （公社）大阪府建築士会

第２回 自然災害に強い住まいをつくる
「住まいの耐震」

●日時:9月16日（土）13：30～15：30
●場所：3階ホール
●登壇者：（公社）大阪府建築士会
                     耐震インスペクション委員会
●定員：会場50名オンライン100名（いずれも申込先着順）
●個別相談会あり

第3回 自然災害と損害保険
「住まいに関する保険」

●日時:9月30日（土）13：30～15：30
●場所：3階ホール
●登壇者：（一社）日本損害保険協会近畿支部
●定員：会場50名オンライン100名（いずれも申込先着順）

◎住まいの維持管理（全３回）
第１回 メンテナンス編
「戸建住宅のメンテナンス」

●日時:10月7日（土）13：30～15：30
●場所：3階ホール
●登壇者：NPO法人日本ホームインスペクターズ
                    協会近畿エリア部会ホームインスペクター
●定員：会場50名オンライン100名（いずれも申込先着順）

住まい情報センター
主催イベント

住まい情報センターが主催するセミナー・イベントです

1 

マンション管理基礎セミナー

●日時：①7月２日（日）・②7月17日（月・祝）
　　　  ①10：00～12：30、②10：00～11：00
●場所：3階ホール
●定員：150名（会場100名、オンライン50名）
               （申込先着順）
　　　　1日だけ、1講座だけの受講も可能です。

■大阪市マンション管理支援機構

マンション管理組合交流サロン（まんかんサロン）

●日時：７月17日（月・祝）11：10～12：30
●場所：3階ホール
●定員：30名
　　　　分譲マンションにお住まいの方のみご参加
　　　　いただけます。申込多数の場合は、新しく管
　　　   理組合の役員になられた方、登録管理組合
　　　　の方を優先して抽選します。
●申込締切：7月12日（水）
●お問合せ先：大阪市マンション管理支援機構 事務局
　　　　　　   電話（06-4801-8232）

マンション管理フェスタの参加者を募集します

９月10日（日）に開催する「マンション管理フェスタ」で
管理組合の活動を披露いただける方を募集します。
詳細は大阪市マンション管理支援機構事務局に
お問合せ下さい。

その他
住まい関連イベント3 

参 加 申 し 込 み 方 法

●ウェブサイトからの申し込み
申し込みは開催日の約2カ月前からになります。

●はがきまたはFAXで申し込み
記入事項を明記し、下記の住所、FAX番号へお申し込
みください。
〒530-8582（住所不要）大阪市立住まい情報センター4F
FAX:06-6354-8601

●記入事項：イベント名、住所、名前（フリガナ）、年齢、参
加希望日、電話番号、手話通訳希望の有無、個別相
談希望の有無など

●参加費は特記以外無料、要事前申し込み。申込先着
順の場合は、定員になり次第締切。抽選の場合は、締
切後も定員に満たない場合は引き続き募集します。

●申し込みの際の個人情報は、主催者で適切に管理し、
イベントに関する連絡、統計データおよびイベント保
険（必要な場合）への加入にのみ利用します。

●午前8時45分時点で、「暴風警報」が発令されている場
合は中止とさせていただきますが、セミナー開始3時間
前までに解除された場合はセミナーを実施します。

●手話通訳をご希望の方は開催2週間前までにお問い
合わせください。

●オンライン受講を希望される方はウェブサイトからお
申し込みください。

【注   意】
一部のイベントを除き、参加証の発送はありません。
「申込先着順」のイベントにお申し込みいただいた場合は、
イベント開催当日、直接会場にお越しください。「抽選」の
場合に限り、はがきかEメールで当落をお知らせします。

おおさか・あんじゅ・ネット
▶https://www.osaka-angenet.jp

みなさんのお声をさらなる紙面づくりに活かします。

あんじゅバックナンバーは
こちらから
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個別相談のみ
当日抽選

個別相談のみ当日抽選

個別相談のみ当日抽選

小学生対象

小学生対象



2023年7月～9月         催し物ガイド  
企画展

本展では大阪天満宮が所蔵する天神祭に関する貴重資料や、絢爛豪華な衣装

を身に纏って船渡御を奉迎した御迎え人形（大阪天満宮蔵・大阪府指定有形

民俗文化財）の一部を公開します。また、江戸時代の夏の風俗を伝える資料と

して、今昔館のコレクションの中から納涼や祭りにちなんだ絵画作品などを

あわせて展示します。ぜひ会場で華やかな祭礼の雰囲気をお楽しみください。

◆会　 期：7月8日（土）～9月3日（日）
◆主　催：大阪くらしの今昔館
◆観覧料：企画展のみ300円

「浪花百景　天神祭り夕景」
（当館蔵）

開館時間 10：00～17：00（入館は16：30まで）

一　　般　600円／団体500円
高・大生　300円／団体200円（要学生証原本提示）
※団体は20名以上
※中学生以下、障がい者手帳・ミライロID等提示（介護者1名含む）、
　市内在住の65才以上無料（要証明書原本提示）
※企画展示室の観覧料（300円）は別途必要です。

入 場 料

交通機関 ● Osaka Metro谷町線・堺筋線、阪急電鉄『天神橋筋六丁目』駅下車
    3号出口より住まい情報センター建物の地階へ連絡、エレベーターで8階へ
● JR大阪環状線『天満』駅から北へ約650m

休 館 日

7月～9月の休館日
７/４．１１．１８
８/１．８．１５．２２．２９
９/４~８．１２．１９．２６

火曜日    年末年始  その他臨時休館あり  

【8階モダン大阪パノラマ遊覧】
近代大阪の代表的な住まいと暮らしをジオラマ
や資料で再現。

【9階なにわ町家の歳時記】
江戸時代の大坂の町並みを実物大で再現。大通り
には、風呂屋や本屋、薬屋などが並び、ひときわ高
い火の見櫓も。路地を抜けると裏長屋の庶民の生
活をかいまみることもできます。

充実した展示や楽しいイベントなど、盛りだくさんな内容でお楽しみください。

 

「浪花百景　天満天神地車宮入」
（当館蔵）※会期中の休館日等は下記館情報を参照ください。

イベント

■七夕の笹飾り
願い事を書いて笹に飾りませんか？？
•7月5日（水）～7日（金）
■大阪欄間を彫ろう
大阪欄間の説明や伝統工芸士による
ミニ欄間作りの指導を行います。
※申込締め切り7月14日（金）必着※
•7月30日（日）※要事前申込、要材料費
　①12：30～14：00　②15：00～16：30
・指導：大阪欄間工芸協同組合伝統工芸士
・詳しくは当館ホームページをご覧ください。

■第18回子ども落語大会　出場者募集
目指せ！天満天神繁昌亭！
※申込締め切り8月7日（月）必着※
•8月27日（日）
 12：00～17：00（予定）
・定員：申込者多数の場合抽選
・対象：中学生以下の方
・開催場所：大阪市立住まい情報センター3階ホール
・審査員：上方落語協会所属の落語家
・詳しくは当館ホームページをご覧ください。
・当日は一般観覧席もございます。（先着順）

常設展

■夏祭りの飾り
・4月22日（土）～9月3日（日）
■商家の賑い
・9月9日（土）から

ワークショップ

見て聞いて楽しむ
■上方ことば塾
・毎月 第2日曜日
  14：30～15：00
■今昔語り
・毎月 第3日曜日
  14：30～15：00
■紙芝居
・毎月 第3日曜日
  11：00～12：00
■絵本で楽しい時間
・毎月 第4日曜日
  14：30～15：00
■芝居語り
・毎月 第4日曜日
  ①13: 00～　 ②14: 00～　 ③15: 00～　

大坂について学ぶ

※入場料（常設展）が必要です。
※費用の記述がないものは参加無料です。
※材料費は、当日お支払いください。
※日程等、予告なく変更になる場合がありますので 予めご了承ください。
※定員があるイベントは8階受付で12時から参加券を発行します。

■ポスターで紙袋を作ろう
・7月8日（土）
   ①13：30～　②14：30～
・材料費：100円　・当日先着各回8名
■つまみ細工
・7月9日（日）
    ①13：30～　②14：15～
・材料費：300円　・当日先着各回8名
■版木はがきを刷ろう
・7月22日（土）
   13：30～15：00
・材料費：200円
・人数制限なし

■今昔館の風景を額縁に飾ろう
・8月11日（金祝）
    ①13：00～　②14：00～
・材料費：300円　・当日先着各回8名
■ミニすだれ
・8月12日（土）
    ①13：30～　②14：30～
・材料費：200円　・当日先着各回8名
■手仕事編む（金魚ストラップ）
・8月13日（日）
    ①13：30～　②14：15～
・材料費：100円
・当日先着各回8名

■折り染め
・8月26日（土）/9月23日（土祝）
    ①13：30～　②14：30～
・材料費：200円　・当日先着各回8名
■組みひもストラップ
・9月9日（土）
    ①13：30～　②14：30～
・材料費：300円　・当日先着各回8名

■オリジナルミニ色紙を作る
・9月10日（日）
    ①13：30～　②14：15～
・材料費：100円　・当日先着各回8名
■折り紙で遊ぼう／☆簡単折紙
 ・毎月 第2水曜日   14：00～15：30
・材料費：100円　・人数制限なし
■折り紙で遊ぼう／☆折り紙を折ろう
 ・偶数月 第3土曜日   13：30～15：00
・材料費：100円　・当日先着16名
■折り紙で遊ぼう／☆鶴のつなぎ折り
・奇数月 第3日曜日   ①初級13：30～②中上級14：30～
・材料費：100円　・当日先着各回８名

■町家ツアー
・平日・土曜日 10：20～
・日曜日・祝日 13：10～
■町の解説
・毎月 第1・3日曜日
  13：00～15：30

「天神祭と都市の彩り」

〒530‐0041  
大阪市北区天神橋6丁目4‐20（住まい情報センター8階）　
 TEL：06‐6242‐1170　FAX：06‐6354‐8601

9階展示室前にて
頒布しております。
※入館料が必要です

“たてもの御財印めぐり”に
 参加しています！

今昔館 夏のワークショップ祭
8月11日（金祝）～8月13日（日）

お盆期間限定
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平
安
中
期
の
天
暦
三
年（
9
4
9
）に
大
阪
天
満

宮
が
創
祀
さ
れ
る
と
、そ
の
翌
々
年
に
は
天
神
祭

が
始
ま
り
ま
し
た
。と
は
い
っ
て
も
、当
初
の
天
神

祭
は
大
川
沿
い
の
わ
ず
か
な
漁
民
た
ち
が
奉
仕
す

る
小
さ
な
祭
礼
で
し
た
。

そ
の
後
、地
域
の
開
発
に
伴
っ
て
拡
大
し
、江
戸

中
期
の
元
禄
期（
1
7
0
0
年
頃
）に
は
、大
阪
の

町
の
隆
盛
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、日
本
三
大

祭
の
一
つ
に
発
展
し
ま
す
。あ
の
井
原
西
鶴
も
、

「
天
満
の
舟
祭
り
が
見
ゆ
る
こ
そ
幸
い
な
れ
」（『
世

間
胸
算
用
』1
6
9
2
年
）と
記
す
ほ
ど
で
す
。

こ
の
大
発
展
の
要
因
の
一
つ
に
、見
物
客
と
地

元
町
人
と
の
会
話
を
誘
発
す
る
仕
掛
け
が
あ
り
ま

し
た
。そ
れ
は
、会
話
好
き
な
大
阪
町
人
ら
し
い

「
お
も
て
な
し
」の
具
現
化
と
も
言
え
ま
す
。以
下
、

そ
の
具
体
例
を「
お
祭
り
提
灯
」「
御
迎
え
人
形
」

「
造
り
物
」に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

１
、お
祭
り
提
灯
の
場
合

「
お
祭
り
提
灯
」は
、現
代
の
祭
礼
で
も
よ
く
見

か
け
ま
す
が
、そ
の
多
く
は
読
み
や
す
い
字
体
で

「
御
神
燈
」や「
献
燈
」な
ど
と
印
刷
さ
れ
た
規
格
品

で
す
。

し
か
し
、江
戸
時
代
の
天
神
祭
で
は
、町
内
ご
と

に
提
灯
に
記
す
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
文
字
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。し
か
も
、そ
の
文
字
は
、儒
教
の
経

典
な
ど
か
ら
採
ら
れ
た
難
し
い
語
彙
や
、謎
々
の

よ
う
な
語
句
で
、し
か
も
、読
み
に
く
い
篆
書
体
や

隷
書
体
で
墨
書
さ
れ
て
い
ま
し
た
。読
む
の
も
一

苦
労
、た
と
え
読
め
て
も
意
味
が
解
ら
な
い
と
い

う
厄
介
な
代
物
だ
っ
た
の
で
す
。

と
説
明
し
ま
す
と
、「
ど
こ
が
、お
も
て
な
し
や

ね
ん
！
」と
つ
っ
こ
ま
れ
そ
う
で
す
が
、も
う
少
し

我
慢
く
だ
さ
い
。こ
こ
か
ら
が
キ
モ
な
ん
で
す
か
ら
。

【
写
真
１
】は
、市
之
側（
天
神
橋
北
詰
か
ら
、西

方
の
太
平
橋
ま
で
の
浜
通
り
）に
掲
げ
ら
れ
た
提

灯
で
す
。こ
ん
な
難
読
の
文
字
で
は
、見
物
客
は

「
な
ん
て
読
む
ん
や
ろ
？
」と
気
に
な
っ
て
仕
方
が

な
い
。ち
ょ
う
ど
、軒
下
の
床
几
で
寛
い
で
い
る
お

年
寄
が
い
た
の
で
、「
す
ん
ま
せ
ん
、こ
れ
、な
ん
て

書
い
て
ま
す
ね
ん
？
」と
聞
け
ば
、お
年
寄
は
待
っ

て
ま
し
た
と
ば
か
り
に
、「
あ
ぁ
、こ
れ
は
ね
、表
は

〈
え
い
し
ゃ
く
〉、裏
は〈
そ
い
ん
〉で
す
ね
ん
」と
教

え
て
く
れ
る
。重
ね
て「
ど
う
い
う
漢
字
？
」と
問

え
ば
、お
年
寄
は
か
ね
て
用
意
の『
詩
経
』を
取
り

出
し
、「
ほ
ら
、こ
こ
に
載
っ
て
ま
っ
し
ゃ
ろ
」と

「
君
子
萬
年 

永
錫
祚
胤
」の
箇
所
を
指
さ
す
が
、こ

れ
ま
た
難
し
い
。お
年
寄
は「
君
子
萬
年
、永
く
祚

胤
を
錫
わ
ん
、と
読
み
ま
ん
ね
ん
。祚
は〈
福
祿
〉、

胤
は〈
子
孫
〉の
こ
と
で
っ
さ
か
い
、君
子（
徳
の
高

い
人
）の
長
寿
を
祈
り
、長
く
子
孫
の
繁
栄
を
願
う

よ
う
な
意
味
で
す
わ
」と
教
え
て
く
れ
る
。「
よ
う
、

そ
ん
な
難
し
い
こ
と
知
っ
て
は
り
ま
ん
な
ぁ
」「
死

ん
だ
親
父
が
ね
、こ
こ
に
座
っ
て
た
ら
、必
ず
誰
か

が
聞
い
て
く
る
か
ら
覚
え
と
け
ち
ゅ
う
て
、教
え

て
く
れ
た
ん
で
す
わ
」と
嬉
し
そ
う
。こ
こ
ま
で
く

れ
ば
、二
人
は
旧
来
の
知
人
の
よ
う
、ど
ん
ど
ん
会

話
が
広
が
り
ま
す
。

そ
う
な
ん
で
す
。こ
の
難
読
文
字
は
、他
所
か
ら

来
た
祭
り
見
物
の
客
が
思
わ
ず
尋
ね
た
く
な
る
た

め
の
仕
掛
け
だ
っ
た
の
で
す
。見
物
客
と
の
会
話

を
誘
発
し
、そ
こ
か
ら
お
も
て
な
し
が
始
ま
る
の

で
す
。

樽
屋
町（
北
区
西
天
満
三
丁
目
）に
移
動
す
れ
ば
、

提
灯
に
は「
尊
木
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は

誰
で
も
読
め
る
墨
書
な
の
で
す
が
、意
味
不
明
。そ

こ
で「
ど
ん
な
意
味
で
す
か
？
」と
問
え
ば
、「
あ
ぁ
、

こ
れ
は
町
名
の〈
樽
〉の
字
を
偏
と
旁
に
別
け
た
だ

け
で
す
ね
ん
」「
お
も
ろ
い
な
ぁ
！
、ど
ん
な
難
し

い
漢
文
か
ら
採
っ
た
ん
や
ろ
と
思
い
ま
し
た
が

な
」と
、こ
こ
で
も
会
話
が
弾
み
ま
す
。

２
、御
迎
え
人
形
の
場
合

天
神
祭
の
本
宮
、七
月
二
十
五
日
の
夕
刻
に
は

船
渡
御
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。現
在
は
天
神
橋
か
ら

上
流
の
飛
翔
橋
に
遡
航
し
ま
す
が
、戦
前
ま
で
は

天
満
宮
の
地
先
か
ら
下
流
の
御
旅
所（
西
区
の
雑

喉
場
、の
ち
戎
島
。現
在
は
千
代
崎
）に
航
行
し
て

い
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
、御
旅
所
周
辺
の
町
々
で
は
船
渡
御

を
迎
え
る
た
め
に
御
迎
え
船
を
仕
立
て
、そ
の
船

上
に
は
豪
華
絢
爛
の
風
流
人
形
を
飾
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
が「
御
迎
え
人
形
」で
す
。人
形
は
、御
迎
え
船

に
飾
る
数
日
前
か
ら
御
旅
所
周
辺
の
店
先
な
ど
で

も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

人
形
の
数
は
、江
戸
後
期
の
最
盛
期
に
は
50
体

を
超
え
、そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
当
時
人
気
の
文

楽
・
歌
舞
伎
か
ら
採
ら
れ
ま
し
た
。例
え
ば
、木
津

川
町（
西
区
千
代
崎
一
丁
目
）に
飾
ら
れ
た「
羽
柴

秀
吉
」は
、歴
史
上
の
人
物
と
い
う
よ
り
は
、芝
居

の『
祇
園
祭
礼
信
仰
記
』に
登
場
す
る「
此
下
東
吉

（
の
ち
真
柴
久
吉
）」を
模
し
た
も
の
で
し
た
。

な
か
に
は
、人
間
以
外
の
人
形
？
も
あ
り
ま
し

た
。戎
島
町（
西
区
川
口
一
丁
目・本
田
一
丁
目
）に

飾
ら
れ
た「
源
九
郎
狐
」を
見
れ
ば
、誰
も
が『
義
経

千
本
桜
』で
の
大
活
躍
を
思
い
浮
か
べ
た
の
で
す
。

芝
居
好
き
の
大
人
が
、子
ど
も
た
ち
に「
こ
の
狐
は
、

義
経
に
仕
え
た
佐
藤
忠
信
に
化
け
て
、親
狐
の
皮

を
張
っ
た〈
初
音
の
鼓
〉を
持
つ
静
御
前
を
護
っ
た

ん
や
で
」と
教
え
る
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

江
之
子
島
東
之
町（
西
区
江
之
子
島
一・二
丁
目
、

立
売
堀
六
丁
目
）に
は
、「
鬼
若
丸
」と【
写
真
２
】の

「
関
羽
」の
人
形
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。現
代
で
は

「
鬼
若
丸
」を
知
る
人
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

『
鬼
一
法
眼
三
略
巻
』に
登
場
す
る
武
蔵
坊
弁
慶
の

幼
名
な
の
で
す
。

「
関
羽
」に
つ
い
て
は
、『
三
国
志
』の
登
場
人
物
、

と
し
て
有
名
で
す
が
、こ
の
人
形
は
芝
居『
閏
月
仁

景
清
』で
活
躍
す
る
関
羽
な
の
で
す
。芝
居
を
観
て

来
た
ば
か
り
の
町
人
が
、遠
来
の
見
物
客
に「
こ
の

関
羽
が
鬚
を
し
ご
い
て
る
の
は〈
関
羽
見
得
〉ち
ゅ

う
て
な･･･

」と
得
意
げ
に
講
釈
す
る
姿
を
想
像
し

news

会
話
を
誘
い
出
す
天
神
祭

て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
な
ん
で
す
。先
の
お
祭
り
提
灯
と
同
じ
く
、

御
迎
え
人
形
も
、人
形
を
こ
し
ら
え
た
町
の
人
々

が
、見
物
客
と
の
会
話
を
引
き
出
す
た
め
の
大
切

な
ツ
ー
ル
だ
っ
た
の
で
す
。元
禄
以
降
の
大
阪
町

人
の
芝
居
好
き
を
考
え
れ
ば
、こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い

お
も
て
な
し
の
仕
掛
け
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

３
、造
り
物
の
場
合

江
戸
時
代
の
大
阪
で
は
、神
社
の「
正
遷
宮
」や
、

祭
礼
に「
造
り
物
」を
飾
っ
て
祝
意
を
表
す
習
慣
が

あ
り
ま
し
た
。

造
り
物
と
は
、あ
り
ふ
れ
た
日
常
品
の
風
合
い

（
手
触
り
や
見
た
感
じ
）に
着
目
し
、別
の
も
の
に

見
立
て
て（
他
の
も
の
に
な
ぞ
ら
え
て
）作
っ
た
も

の
を
い
い
ま
す
。菊
花
を
着
物
の
模
様
に
見
立
て

た「
菊
人
形
」も
造
り
物
の
一
種
で
す
。

奇
抜
な
意
外
性
の
あ
る
材
料
で
意
表
を
つ
き
、

_
お
も
て
な
し
の
仕
掛
け _

大
阪
天
満
宮
文
化
研
究
所
所
長

高
島  

幸
次

そ
の
造
形
の
工
夫
や
巧
み
さ
で
驚
か
せ
る
の
で
す
。

ア
イ
デ
ア
と
技
術
の
勝
負
だ
と
言
っ
て
良
い
で

し
ょ
う
。

天
神
祭
の
造
り
物
と
い
え
ば
、「
蜆
の
藤
棚
」と

紙
製
の「
牡
丹
の
花
壇
」が
定
番
で
し
た
。『
天
満
宮

御
神
事 

御
迎
船
人
形
図
会
』（
1
8
4
6
年
）に
は

次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
神
橋
北
詰
よ
り
東
へ
市
場
の
間
、蜆
の
貝

殻
を
も
っ
て
藤
の
花
を
造
り
、数
丁
、藤
の
棚

を
し
つ
ら
え
、同
西
へ
市
之
側
商
家
の
屋
根

ご
と
に
牡
丹
の
花
壇
を
造
る
。

天
神
橋
北
詰
の
東
方
に
伸
び
る
天
満
青
物
市
場

の
店
々
の
軒
下
に
は
、蜆
の
貝
殻
で
造
っ
た
藤
棚

が
吊
る
さ
れ
、西
方
の
商
家
の
屋
根
並
み
に
は
、

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
牡
丹
の
花
壇
が
設
け
ら
れ

て
い
た
の
で
す
。

実
は
、現
在
の
天
神
祭
で
も
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド「
天
満
天
神
御
伽
衆
」が
、こ
の
蜆
の
藤
棚

を
再
現
し
て
、天
満
宮
境
内
に
飾
っ
て
い
ま
す

（【
写
真
３
】）。数
年
前
の
天
神
祭
に
、あ
る
参
拝

者
が
御
伽
衆
に「
こ
ん
な
真
夏
に
藤
の
花
が
咲
く

の
は
お
か
し
い
と
思
う
た
ん
や
」と
話
し
か
け
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
は
制
作
者
に
と
っ
て

は
シ
メ
シ
メ
の
反
応
な
の
で
す
。誰
か
に
言
い
た

く
な
る
驚
き
、そ
れ
が
造
り
物
の
真
骨
頂
な
の
で

す
か
ら
。

造
り
物
は
、そ
の
風
合
い
の
相
似
性
が
高
く
、造

形
が
巧
み
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、元
の
材
料
を
感

じ
さ
せ
な
い
も
の
で
す
。優
れ
た
造
り
物
は
、説
明

さ
れ
て
初
め
て
、そ
の
ア
イ
デ
ア
と
技
術
に
脱
帽

す
る
の
で
す
。そ
し
て
、そ
こ
か
ら
会
話
が
始
ま
る

の
で
す
。

青
物
市
場
の
商
人
た
ち
な
ら
、「
大
川
の
蜆
の
貝

殻
は
、内
側
が
き
れ
い
な
紫
色
を
し
て
ま
っ
し
ゃ

ろ
、ほ
や
か
ら
藤
棚
に
見
立
て
た
ん
で
す
わ
」と
得

意
げ
に
説
明
し
た
に
違
い
な
い
。造
り
物
も
会
話

を
引
き
出
す
ツ
ー
ル
だ
っ
た
の
で
す
。

お
わ
り
に-

大
阪
締
め
の
場
合-

お
祭
り
提
灯
、御
迎
え
人
形
、造
り
物
を
例
と
し

て
、そ
れ
が
地
元
町
人
と
見
物
客
と
の
会
話
を
誘

い
出
す
仕
掛
け
だ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

し
か
し
、天
神
祭
最
大
の
お
も
て
な
し
は「
大
阪

締
め
」な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。年
に
一
度
の
神
様

の
お
出
ま
し
を
祝
っ
て
、「
打
ち
ま
ー
し
ょ（
チ
ョ

ン・チ
ョ
ン
）、も
ぅ
ひ
と
つ
せ（
チ
ョ
ン・チ
ョ
ン
）、

祝
う
て
三
度（
チ
ョ
チ
ョ
ン・チ
ョ
ン
）」と
手
打
ち

を
交
わ
す
の
で
す
。

現
在
の
船
渡
御
で
も
、船
と
船
だ
け
で
は
な
く
、

川
岸
や
橋
上
の
見
物
客
と
船
上
の
氏
子
た
ち
が
、

幾
度
と
な
く
大
阪
締
め
を
交
わ
し
ま
す
。

祭
り
の
奉
仕
者
と
遠
来
の
見
物
客
が
、こ
れ
ほ

ど
懸
け
隔
て
な
く
祝
意
を
交
わ
し
合
う
祭
礼
を
、私

は
他
に
は
知
り
ま
せ
ん
。天
神
祭
は
、ま
さ
に「
お
も

て
な
し
の
祭
礼
」と
し
て
発
展
し
て
き
た
の
で
す
。

13

て
ん
し
ょ

つ
く
り

れ
い
し
ょ

し
ょ
う
ぎ

く
ん
し
ば
ん
ね
ん

え
い
し
ゃ
く
そ
い
ん

た
ま

こ
の
し
た
と
う
き
ち

ま
し
ば
ひ
さ
よ
し

き
い
ち
ほ
う
げ
ん
さ
ん
り
ゃ
く
の
ま
き

う
る
う
づ
き
に
に
ん

か
げ
き
よ

み
え



平
安
中
期
の
天
暦
三
年（
9
4
9
）に
大
阪
天
満

宮
が
創
祀
さ
れ
る
と
、そ
の
翌
々
年
に
は
天
神
祭

が
始
ま
り
ま
し
た
。と
は
い
っ
て
も
、当
初
の
天
神

祭
は
大
川
沿
い
の
わ
ず
か
な
漁
民
た
ち
が
奉
仕
す

る
小
さ
な
祭
礼
で
し
た
。

そ
の
後
、地
域
の
開
発
に
伴
っ
て
拡
大
し
、江
戸

中
期
の
元
禄
期（
1
7
0
0
年
頃
）に
は
、大
阪
の

町
の
隆
盛
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、日
本
三
大

祭
の
一
つ
に
発
展
し
ま
す
。あ
の
井
原
西
鶴
も
、

「
天
満
の
舟
祭
り
が
見
ゆ
る
こ
そ
幸
い
な
れ
」（『
世

間
胸
算
用
』1
6
9
2
年
）と
記
す
ほ
ど
で
す
。

こ
の
大
発
展
の
要
因
の
一
つ
に
、見
物
客
と
地

元
町
人
と
の
会
話
を
誘
発
す
る
仕
掛
け
が
あ
り
ま

し
た
。そ
れ
は
、会
話
好
き
な
大
阪
町
人
ら
し
い

「
お
も
て
な
し
」の
具
現
化
と
も
言
え
ま
す
。以
下
、

そ
の
具
体
例
を「
お
祭
り
提
灯
」「
御
迎
え
人
形
」

「
造
り
物
」に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

１
、お
祭
り
提
灯
の
場
合

「
お
祭
り
提
灯
」は
、現
代
の
祭
礼
で
も
よ
く
見

か
け
ま
す
が
、そ
の
多
く
は
読
み
や
す
い
字
体
で

「
御
神
燈
」や「
献
燈
」な
ど
と
印
刷
さ
れ
た
規
格
品

で
す
。

し
か
し
、江
戸
時
代
の
天
神
祭
で
は
、町
内
ご
と

に
提
灯
に
記
す
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
文
字
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。し
か
も
、そ
の
文
字
は
、儒
教
の
経

典
な
ど
か
ら
採
ら
れ
た
難
し
い
語
彙
や
、謎
々
の

よ
う
な
語
句
で
、し
か
も
、読
み
に
く
い
篆
書
体
や

隷
書
体
で
墨
書
さ
れ
て
い
ま
し
た
。読
む
の
も
一

苦
労
、た
と
え
読
め
て
も
意
味
が
解
ら
な
い
と
い

う
厄
介
な
代
物
だ
っ
た
の
で
す
。

と
説
明
し
ま
す
と
、「
ど
こ
が
、お
も
て
な
し
や

ね
ん
！
」と
つ
っ
こ
ま
れ
そ
う
で
す
が
、も
う
少
し

我
慢
く
だ
さ
い
。こ
こ
か
ら
が
キ
モ
な
ん
で
す
か
ら
。

【
写
真
１
】は
、市
之
側（
天
神
橋
北
詰
か
ら
、西

方
の
太
平
橋
ま
で
の
浜
通
り
）に
掲
げ
ら
れ
た
提

灯
で
す
。こ
ん
な
難
読
の
文
字
で
は
、見
物
客
は

「
な
ん
て
読
む
ん
や
ろ
？
」と
気
に
な
っ
て
仕
方
が

な
い
。ち
ょ
う
ど
、軒
下
の
床
几
で
寛
い
で
い
る
お

年
寄
が
い
た
の
で
、「
す
ん
ま
せ
ん
、こ
れ
、な
ん
て

書
い
て
ま
す
ね
ん
？
」と
聞
け
ば
、お
年
寄
は
待
っ

て
ま
し
た
と
ば
か
り
に
、「
あ
ぁ
、こ
れ
は
ね
、表
は

〈
え
い
し
ゃ
く
〉、裏
は〈
そ
い
ん
〉で
す
ね
ん
」と
教

え
て
く
れ
る
。重
ね
て「
ど
う
い
う
漢
字
？
」と
問

え
ば
、お
年
寄
は
か
ね
て
用
意
の『
詩
経
』を
取
り

出
し
、「
ほ
ら
、こ
こ
に
載
っ
て
ま
っ
し
ゃ
ろ
」と

「
君
子
萬
年 

永
錫
祚
胤
」の
箇
所
を
指
さ
す
が
、こ

れ
ま
た
難
し
い
。お
年
寄
は「
君
子
萬
年
、永
く
祚

胤
を
錫
わ
ん
、と
読
み
ま
ん
ね
ん
。祚
は〈
福
祿
〉、

胤
は〈
子
孫
〉の
こ
と
で
っ
さ
か
い
、君
子（
徳
の
高

い
人
）の
長
寿
を
祈
り
、長
く
子
孫
の
繁
栄
を
願
う

よ
う
な
意
味
で
す
わ
」と
教
え
て
く
れ
る
。「
よ
う
、

そ
ん
な
難
し
い
こ
と
知
っ
て
は
り
ま
ん
な
ぁ
」「
死

ん
だ
親
父
が
ね
、こ
こ
に
座
っ
て
た
ら
、必
ず
誰
か

が
聞
い
て
く
る
か
ら
覚
え
と
け
ち
ゅ
う
て
、教
え

て
く
れ
た
ん
で
す
わ
」と
嬉
し
そ
う
。こ
こ
ま
で
く

れ
ば
、二
人
は
旧
来
の
知
人
の
よ
う
、ど
ん
ど
ん
会

話
が
広
が
り
ま
す
。

そ
う
な
ん
で
す
。こ
の
難
読
文
字
は
、他
所
か
ら

来
た
祭
り
見
物
の
客
が
思
わ
ず
尋
ね
た
く
な
る
た

め
の
仕
掛
け
だ
っ
た
の
で
す
。見
物
客
と
の
会
話

を
誘
発
し
、そ
こ
か
ら
お
も
て
な
し
が
始
ま
る
の

で
す
。

樽
屋
町（
北
区
西
天
満
三
丁
目
）に
移
動
す
れ
ば
、

提
灯
に
は「
尊
木
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は

誰
で
も
読
め
る
墨
書
な
の
で
す
が
、意
味
不
明
。そ

こ
で「
ど
ん
な
意
味
で
す
か
？
」と
問
え
ば
、「
あ
ぁ
、

こ
れ
は
町
名
の〈
樽
〉の
字
を
偏
と
旁
に
別
け
た
だ

け
で
す
ね
ん
」「
お
も
ろ
い
な
ぁ
！
、ど
ん
な
難
し

い
漢
文
か
ら
採
っ
た
ん
や
ろ
と
思
い
ま
し
た
が

な
」と
、こ
こ
で
も
会
話
が
弾
み
ま
す
。

２
、御
迎
え
人
形
の
場
合

天
神
祭
の
本
宮
、七
月
二
十
五
日
の
夕
刻
に
は

船
渡
御
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。現
在
は
天
神
橋
か
ら

上
流
の
飛
翔
橋
に
遡
航
し
ま
す
が
、戦
前
ま
で
は

天
満
宮
の
地
先
か
ら
下
流
の
御
旅
所（
西
区
の
雑

喉
場
、の
ち
戎
島
。現
在
は
千
代
崎
）に
航
行
し
て

い
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
、御
旅
所
周
辺
の
町
々
で
は
船
渡
御

を
迎
え
る
た
め
に
御
迎
え
船
を
仕
立
て
、そ
の
船

上
に
は
豪
華
絢
爛
の
風
流
人
形
を
飾
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
が「
御
迎
え
人
形
」で
す
。人
形
は
、御
迎
え
船

に
飾
る
数
日
前
か
ら
御
旅
所
周
辺
の
店
先
な
ど
で

も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

人
形
の
数
は
、江
戸
後
期
の
最
盛
期
に
は
50
体

を
超
え
、そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
当
時
人
気
の
文

楽
・
歌
舞
伎
か
ら
採
ら
れ
ま
し
た
。例
え
ば
、木
津

川
町（
西
区
千
代
崎
一
丁
目
）に
飾
ら
れ
た「
羽
柴

秀
吉
」は
、歴
史
上
の
人
物
と
い
う
よ
り
は
、芝
居

の『
祇
園
祭
礼
信
仰
記
』に
登
場
す
る「
此
下
東
吉

（
の
ち
真
柴
久
吉
）」を
模
し
た
も
の
で
し
た
。

な
か
に
は
、人
間
以
外
の
人
形
？
も
あ
り
ま
し

た
。戎
島
町（
西
区
川
口
一
丁
目・本
田
一
丁
目
）に

飾
ら
れ
た「
源
九
郎
狐
」を
見
れ
ば
、誰
も
が『
義
経

千
本
桜
』で
の
大
活
躍
を
思
い
浮
か
べ
た
の
で
す
。

芝
居
好
き
の
大
人
が
、子
ど
も
た
ち
に「
こ
の
狐
は
、

義
経
に
仕
え
た
佐
藤
忠
信
に
化
け
て
、親
狐
の
皮

を
張
っ
た〈
初
音
の
鼓
〉を
持
つ
静
御
前
を
護
っ
た

ん
や
で
」と
教
え
る
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

江
之
子
島
東
之
町（
西
区
江
之
子
島
一・二
丁
目
、

立
売
堀
六
丁
目
）に
は
、「
鬼
若
丸
」と【
写
真
２
】の

「
関
羽
」の
人
形
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。現
代
で
は

「
鬼
若
丸
」を
知
る
人
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

『
鬼
一
法
眼
三
略
巻
』に
登
場
す
る
武
蔵
坊
弁
慶
の

幼
名
な
の
で
す
。

「
関
羽
」に
つ
い
て
は
、『
三
国
志
』の
登
場
人
物
、

と
し
て
有
名
で
す
が
、こ
の
人
形
は
芝
居『
閏
月
仁

景
清
』で
活
躍
す
る
関
羽
な
の
で
す
。芝
居
を
観
て

来
た
ば
か
り
の
町
人
が
、遠
来
の
見
物
客
に「
こ
の

関
羽
が
鬚
を
し
ご
い
て
る
の
は〈
関
羽
見
得
〉ち
ゅ

う
て
な･･･

」と
得
意
げ
に
講
釈
す
る
姿
を
想
像
し

て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
な
ん
で
す
。先
の
お
祭
り
提
灯
と
同
じ
く
、

御
迎
え
人
形
も
、人
形
を
こ
し
ら
え
た
町
の
人
々

が
、見
物
客
と
の
会
話
を
引
き
出
す
た
め
の
大
切

な
ツ
ー
ル
だ
っ
た
の
で
す
。元
禄
以
降
の
大
阪
町

人
の
芝
居
好
き
を
考
え
れ
ば
、こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い

お
も
て
な
し
の
仕
掛
け
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

３
、造
り
物
の
場
合

江
戸
時
代
の
大
阪
で
は
、神
社
の「
正
遷
宮
」や
、

祭
礼
に「
造
り
物
」を
飾
っ
て
祝
意
を
表
す
習
慣
が

あ
り
ま
し
た
。

造
り
物
と
は
、あ
り
ふ
れ
た
日
常
品
の
風
合
い

（
手
触
り
や
見
た
感
じ
）に
着
目
し
、別
の
も
の
に

見
立
て
て（
他
の
も
の
に
な
ぞ
ら
え
て
）作
っ
た
も

の
を
い
い
ま
す
。菊
花
を
着
物
の
模
様
に
見
立
て

た「
菊
人
形
」も
造
り
物
の
一
種
で
す
。

奇
抜
な
意
外
性
の
あ
る
材
料
で
意
表
を
つ
き
、

そ
の
造
形
の
工
夫
や
巧
み
さ
で
驚
か
せ
る
の
で
す
。

ア
イ
デ
ア
と
技
術
の
勝
負
だ
と
言
っ
て
良
い
で

し
ょ
う
。

天
神
祭
の
造
り
物
と
い
え
ば
、「
蜆
の
藤
棚
」と

紙
製
の「
牡
丹
の
花
壇
」が
定
番
で
し
た
。『
天
満
宮

御
神
事 

御
迎
船
人
形
図
会
』（
1
8
4
6
年
）に
は

次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
神
橋
北
詰
よ
り
東
へ
市
場
の
間
、蜆
の
貝

殻
を
も
っ
て
藤
の
花
を
造
り
、数
丁
、藤
の
棚

を
し
つ
ら
え
、同
西
へ
市
之
側
商
家
の
屋
根

ご
と
に
牡
丹
の
花
壇
を
造
る
。

天
神
橋
北
詰
の
東
方
に
伸
び
る
天
満
青
物
市
場

の
店
々
の
軒
下
に
は
、蜆
の
貝
殻
で
造
っ
た
藤
棚

が
吊
る
さ
れ
、西
方
の
商
家
の
屋
根
並
み
に
は
、

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
牡
丹
の
花
壇
が
設
け
ら
れ

て
い
た
の
で
す
。

実
は
、現
在
の
天
神
祭
で
も
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド「
天
満
天
神
御
伽
衆
」が
、こ
の
蜆
の
藤
棚

を
再
現
し
て
、天
満
宮
境
内
に
飾
っ
て
い
ま
す

（【
写
真
３
】）。数
年
前
の
天
神
祭
に
、あ
る
参
拝

者
が
御
伽
衆
に「
こ
ん
な
真
夏
に
藤
の
花
が
咲
く

の
は
お
か
し
い
と
思
う
た
ん
や
」と
話
し
か
け
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
は
制
作
者
に
と
っ
て

は
シ
メ
シ
メ
の
反
応
な
の
で
す
。誰
か
に
言
い
た

く
な
る
驚
き
、そ
れ
が
造
り
物
の
真
骨
頂
な
の
で

す
か
ら
。

造
り
物
は
、そ
の
風
合
い
の
相
似
性
が
高
く
、造

形
が
巧
み
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、元
の
材
料
を
感

じ
さ
せ
な
い
も
の
で
す
。優
れ
た
造
り
物
は
、説
明

さ
れ
て
初
め
て
、そ
の
ア
イ
デ
ア
と
技
術
に
脱
帽

す
る
の
で
す
。そ
し
て
、そ
こ
か
ら
会
話
が
始
ま
る

の
で
す
。

青
物
市
場
の
商
人
た
ち
な
ら
、「
大
川
の
蜆
の
貝

殻
は
、内
側
が
き
れ
い
な
紫
色
を
し
て
ま
っ
し
ゃ

ろ
、ほ
や
か
ら
藤
棚
に
見
立
て
た
ん
で
す
わ
」と
得

意
げ
に
説
明
し
た
に
違
い
な
い
。造
り
物
も
会
話

を
引
き
出
す
ツ
ー
ル
だ
っ
た
の
で
す
。

お
わ
り
に-

大
阪
締
め
の
場
合-

お
祭
り
提
灯
、御
迎
え
人
形
、造
り
物
を
例
と
し

て
、そ
れ
が
地
元
町
人
と
見
物
客
と
の
会
話
を
誘

い
出
す
仕
掛
け
だ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

し
か
し
、天
神
祭
最
大
の
お
も
て
な
し
は「
大
阪

締
め
」な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。年
に
一
度
の
神
様

の
お
出
ま
し
を
祝
っ
て
、「
打
ち
ま
ー
し
ょ（
チ
ョ

ン・チ
ョ
ン
）、も
ぅ
ひ
と
つ
せ（
チ
ョ
ン・チ
ョ
ン
）、

祝
う
て
三
度（
チ
ョ
チ
ョ
ン・チ
ョ
ン
）」と
手
打
ち

を
交
わ
す
の
で
す
。

現
在
の
船
渡
御
で
も
、船
と
船
だ
け
で
は
な
く
、

川
岸
や
橋
上
の
見
物
客
と
船
上
の
氏
子
た
ち
が
、

幾
度
と
な
く
大
阪
締
め
を
交
わ
し
ま
す
。

祭
り
の
奉
仕
者
と
遠
来
の
見
物
客
が
、こ
れ
ほ

ど
懸
け
隔
て
な
く
祝
意
を
交
わ
し
合
う
祭
礼
を
、私

は
他
に
は
知
り
ま
せ
ん
。天
神
祭
は
、ま
さ
に「
お
も

て
な
し
の
祭
礼
」と
し
て
発
展
し
て
き
た
の
で
す
。

【写真１】 市之側の｢お祭り提灯｣（写真：OAPタワー提供）
OＡＰタワーでは、天満宮の氏地各町の提灯を復元し、毎
年七月に一階エントランスで展示しています。

【写真２】 御迎え人形｢関羽｣
人形細工人の大江忠兵衛の作。忠兵衛が作った生き人
形に菊細工を施したのが｢菊人形｣なのです。

【写真３】 天満天神御伽衆の｢蜆の藤棚｣
毎年の天神祭には、参集殿前に｢御迎え人形｣とともに飾
られます。
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瓶
子
は
酒
器
の
一
種
で
、古
来
よ
り
酒
を
杯

に
注
ぐ
た
め
の
瓶
や
、神
酒
を
入
れ
る
神
饌
具
と

し
て
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。瓶
子
の
多
く
は
、

細
い
注
ぎ
口
に
張
り
の
あ
る
肩
部
、く
び
れ
た
胴

部
、末
広
が
り
の
底
部
と
い
っ
た
外
見
的
特
徴
を

も
っ
て
い
ま
す
。陶
磁
器
を
は
じ
め
、銀
や
錫
、銅

な
ど
の
金
属
製
、木
材
を
轆
轤
成
形
し
た
挽
物
な

ど
が
あ
り
、古
く
は「
へ
い
じ
」と
も
呼
ば
れ
ま
し

た
。『
平
家
物
語
』の
中
で
は
、京
都
の
鹿
ケ
谷
で

藤
原
成
親
ら
が
平
氏
打
倒
の
密
談
を
行
っ
て
い

た
際
、そ
の
場
に
あ
っ
た
瓶
子
が
倒
れ
た
の
を
見

て
、「
へ
い
し（
平
氏
）が
倒
れ
た
」と
皆
で
喜
ん
だ

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
《
松
竹
梅
蒔
絵
瓶
子
》
は
大

阪
天
満
宮
が
所
蔵
す
る
二
口
一
対
の
瓶
子
で
、高

さ
が
五
十
セ
ン
チ
、最
大
径
が
二
十
三
セ
ン
チ
と
、

家
庭
用
の
徳
利
な
ど
に
比
べ
る
と
か
な
り
大
型

の
つ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。製
作
の
工
程
と
し
て

は
木
製
の
素
地
の
上
に
麻
布
を
着
せ
て
漆
下
地

を
施
し
、全
体
に
朱
漆
を
上
塗
り
し
た
後
に
、縁

起
物
で
あ
る
松
竹
梅
の
文
様
を
金
銀
の
蒔
絵
技

法
で
華
や
か
に
描
い
て
い
ま
す
。江
戸
時
代
中
期

に
活
躍
し
た
国
学
者・山
岡
浚
明（
一
七
二
六
〜

一
七
八
〇
）に
よ
る『
類
聚
名
物
考
』に
は
、酒
器

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
銀
や
錫
製
の
瓶
子
の

他
に「
飾
瓶
子
」に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、こ
こ
で

は「
は
れ
の
時
儀
式
に
は
一
対
置
物
と
す
。酒
入

ず
、木
に
て
作
り
て
、箔
を
お
し
て
、鳳
凰
桐
雲
な

ど
を
極
彩
色
と
す
。口
を
ば
絹
に
て
つ
つ
み
て
、

同
色
の
平
紐
に
て
も
口
を
く
く
り
、又
は
組
紐
に

て
も
口
を
結
ぶ
也
。高
さ
大
か
た
二
尺
ば
か
り
な

り
。」と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
瓶
子

に
施
さ
れ
た
加
飾
技
法
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

素
材
や
大
き
さ
、意
匠
な
ど
か
ら
判
断
す
る
と
、

本
作
も
著
者
が
言
う
と
こ
ろ
の
飾
瓶
子
に
属
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。昭
和
十
五
年（
一
九
四
〇
）

七
月
に
発
行
さ
れ
た『
郷
土
研
究 

上
方 

続
郷
土

玩
具
号（
第
百
十
五
号
）』の
表
紙
絵
に
は
、御
迎

え
人
形（
船
渡
御
を
奉
迎
す
る
御
迎
え
船
に
飾
ら

れ
た
風
流
人
形
）「
八
幡
太
郎
義
家
」の
前
に
置
か

行
っ
て
、

見
て
、

発
見！
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れ
た
一
対
の
瓶
子
が
描
か
れ
て
お
り
、本
作
も
天

神
祭
を
は
じ
め
と
す
る
祭
礼
の
際
に
神
前
に
供

え
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
ま
す
。瓶
子
の
底
裏
に

は
周
縁
部
に
沿
っ
て
多
く
の
擦
れ
跡
が
あ
り
、本

作
が
特
定
の
場
所
に
安
置
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

様
々
な
場
所
に
持
ち
出
さ
れ
て
披
露
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
想
像
さ
せ
ま
す
。

本
作
に
附
属
す
る
外
箱
に
は
、
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）に
奉
納
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
墨
書

が
あ
り
、そ
の
製
作
年
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。奉
納
の
翌
年
に
、四
十
四
体
も
の
御
迎
え
人

形
を
紹
介
し
た『
天
満
宮
御
神
事 

御
迎
船
人
形

図
会
』が
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
、本
瓶
子
も
ま
た
江
戸
時
代
に
お
い
て
天
神

祭
の
華
や
か
さ
が
最
高
潮
に
達
し
つ
つ
あ
っ
た

時
期
の
作
品
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。

※
本
作
は
令
和
五
年
七
月
八
日（
土
）か
ら
九
月

三
日（
日
）の
間
、大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
の
企
画

展「
天
神
祭
と
都
市
の
彩
り
」に
て
展
示
し
ま
す
。

上
田　

祥
悟（
大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
学
芸
員
）

ハ
レ
の
演
出
と
飾
瓶
子

か
ざ
り 

へ

い

し

≪松竹梅蒔絵瓶子≫（大阪天満宮蔵）
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